
 

４
件
す
べ
て
採
択

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ

　

広
場
）
建
設
を
求
め
る

　

世
羅
町
小
世
良

�

甲
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会

�

代
表　

近
藤
幸
蔵　

他　

42
名

�

（
賛
成
12　

反
対
３
）

◎
通
学
路
の
改
善
要
望

　

世
羅
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

�

　

丸
山　

英
治

�
校
外
指
導
部
長　

延
清　

匡
宏

�
（
賛
成
14　

反
対
１
）

　

５
月
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
議
会
報
告
会
・
意
見

交
換
会
で
は
、
ご
協
力
ま

こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
年
か
ら
は
、
多
く
の

方
の
意
見
を
お
伺
い
す
る

た
め
、
名
称
を
「
議
会
報

告
・
意
見
交
換
会
」
と
改

め
13
の
自
治
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
昨
年
度
と
比
べ

１
・
５
倍
の
参
加
者
増
と

な
り
、
多
く
の
貴
重
な
ご

意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
運
営
に
活

か
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
議
会
に
対
し
ま

し
て
質
問
を
頂
き
ま
し
た

項
目
に
つ
い
て
、
回
答
並

び
に
報
告
を
ま
と
め
て
、

自
治
セ
ン
タ
ー
に
回
答
し

て
お
り
ま
す
。

（
こ
の
内
容
は
、
世
羅
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
町
執
行
部
へ
の

質
問
に
つ
い
て
は
、
取
り

ま
と
め
て
町
長
部
局
へ
送

付
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
多
く
の
町
民
の
皆

様
の
提
案
や
意
見
が
反
映

で
き
る
よ
う
、
仮
称
「
議

会
基
本
条
例
」
の
制
定
を

目
指
し
て
、
研
修
を
重
ね

て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
回
の
議
会
報
告
・
意

見
交
換
会
は
参
加
者
へ
の

呼
び
か
け
な
ど
、
不
充
分

な
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
今
後
と
も
研
鑽
を
重

ね
て
参
り
ま
す
。
引
き
続

き
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

◎
平
之
城
２
号
線
側
溝　

全
線
連
結

　

を
求
め
る

�

世
羅
町
本
郷
・
川
口
町
組
合
代
表

�

新
見
俊
象　

他
14
名

�

（
賛
成　

全
員
）

◎
町
道
小
草
も
み
の
き
線
の
早
期
改

　

良
を
求
め
る

�

世
羅
町
東
上
原
上
谷
地
域
代
表　

�
水
間　

茂　

他
38
名

�
（
賛
成　

全
員
）

請 

願 

陳 

情 

陳
情
５

平
之
城
２
号
線
側
溝

陳
情
６

町
道
小
草
も
み
の
き
線
改
良

陳
情
７

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
建
設

陳
情
８

通
学
路
の
改
善
要
望
（
世
羅
中
学
校
）

採否 採択 採択 採択 採択
西田

全
員
賛
成

全
員
賛
成

○ ○
岡田 ○ ○
矢山 × ○
安佐 × ×
徳光 ○ ○
豊田 ○ ○

福田義 ○ ○
能登 ○ ○
仲行 ○ ○
仙光 ○ ○

福田豪 × ○
松本 ○ ○
永田 ○ ○
中村 ○ ○
奥田 ○ ○

議会報告 ・
意見交換会
議会報告 ・
意見交換会
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●
仙
光  

過
疎
化
、
高
齢

化
に
よ
り
、
地
域
の
道
路

や
河
川
の
法
面
な
ど
の
草

刈
り
管
理
が
大
変
な
負
担

に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
２
回
一
般

質
問
で
道
路
、
河
川
敷
を

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
考

え
で
管
理
を
さ
れ
て
き
た

か
質
問
を
し
て
き
た
と
こ

ろ
だ
が
、
今
回
は
、
全
国

各
地
で
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
、
ム
カ
デ
シ
バ
の

植
栽
に
よ
る
省
力
化
に
、

町
と
し
て
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
伺
う
。

　

公
有
地
は
も
と
よ
り
、

民
地
に
お
い
て
も
補
助
制

度
を
設
け
て
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
が
。

　

全
町
農
村
公
園
化
を
目

指
す
世
羅
町
、
基
盤
の
強

化
に
も
な
り
、
道
路
、
河

川
や
農
地
の
省
力
管
理
が

で
き
る
ム
カ
デ
シ
バ
の
植

栽
を
積
極
的
に
進
め
る
こ

と
が
、
現
況
に
お
い
て
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
。

■
町
長　

道
路
、
河
川
な

ど
の
草
刈
り
に
、
町
民
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
る
。

　

ム
カ
デ
シ
バ
を
利
用
し

た
防
草
に
つ
い
て
は
、
全

国
各
地
で
研
究
さ
れ
て
お

り
い
く
つ
か
の
成
功
例
も

あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

確
実
に
定
着
し
て
い
る
事

例
は
見
あ
た
ら
な
い
。

　

播
種
前
、
雑
草
処
理
対

策
、
ま
た
定
着
ま
で
の
管

理
に
難
点
が
あ
る
と
の
報

告
が
多
数
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
い
て
は
、
広

島
県
ア
ダ
プ
ト
制
度
を
活

用
し
た
取
り
組
み
に
よ
り

三
原
東
城
線
、
神
崎
倉
庫

付
近
で
芝
桜
、
手
綱
川
大

田
小
付
近
で
松
葉
菊
の
植

栽
に
よ
る
事
例
も
あ
る
。

　

町
と
し
て
は
、
今
後
と

も
町
民
の
方
に
道
路
、
河

川
な
ど
の
日
々
の
管
理
な

ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

ム
カ
デ
シ
バ
の
植
栽
は
、

県
や
研
究
機
関
と
連
携
を

密
に
し
て
研
究
し
て
い
く
。

仙光保喜議員

A Ｑ

県
や
研
究
機
関
と
連
携
し
研
究

ム
カ
デ
シ
バ
（
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
）
で

公
有
地
管
理
の
省
力
化
を

法面に植栽されたムカデシバ

今後どうする　法面の草刈り
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●
福
田
豪  
今
年
10
月
に

「
国
連
地
球
生
き
も
の
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）」
が
日

本
で
開
か
れ
る
。
ま
た
町

長
は
「
全
町
農
村
公
園
化

の
方
針
」
を
打
ち
出
さ
れ

た
。

　

こ
う
し
た
機
会
に
、
世

羅
町
で
も
生
物
多
様
性
へ

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
町
長　

多
種
多
様
な
動

植
物
が
互
い
に
つ
な
が
り

あ
っ
て
生
き
て
お
り
、
人

類
の
生
存
に
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
。

　

世
羅
町
の
豊
か
な
自
然

と
そ
の
生
物
多
様
性
を
、

意
図
的
、
積
極
的
に
保
護

す
る
こ
と
は
、
全
町
農
村

公
園
化
の
実
現
に
不
可
欠

と
考
え
る
。

●
福
田
豪　

地
域
の
企
画

力
、
創
造
力
、
あ
る
い
は

自
主
、
自
立
を
か
か
げ
、

自
治
振
興
組
織
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

そ
こ
に
廃
校
と
な
る
校

舎
の
利
活
用
案
の
検
討
を

ゆ
だ
ね
て
い
る
。

　

町
長
は
こ
う
し
た
こ
と

に
ど
う
か
か
わ
り
、
指
導

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

■
町
長　

地
域
力
の
向
上

と
地
域
再
生
に
向
け
、
積

極
的
な
人
的
、
財
政
的
支

援
を
充
実
さ
せ
、
地
域
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
、
廃

校
と
な
る
６
地
区
に
、
町

の
基
本
的
考
え
方
と
支
援

策
を
説
明
し
、
８
月
を
目

標
に
利
活
用
の
検
討
を
お

願
い
し
て
い
る
。
地
域
の

求
め
に
応
じ
、
相
談
や
先

進
事
例
の
調
査
費
補
助
な

ど
支
援
し
た
い
。

●
永
田  

①
教
育
目
標
せ

ら
の
子
育
て
を
期
待
す

る
が
。

②
幼
稚
園
へ
の
関
わ
り
。

③
生
涯
学
習
の
推
進
は
。

④
子
ど
も
に
統
合
へ
の
指

導
は
。

⑤
現
場
組
織
体
制
は
問
題

な
い
か
。

⑥
教
育
長
不
在
期
間
に
問

題
は
な
か
っ
た
か
。

■
教
育
長　

①
た
く
ま
し

く
生
き
抜
き
世
界
に
通

用
す
る
世
羅
の
子
ど
も

の
育
成
を
め
ざ
す
。 

②
幼
稚
園
や
保
育
所
で
の

生
活
は
、
小
学
校
以
降

の
生
活
や
学
習
の
基
盤

の
育
成
に
連
携
は
大
変

重
要
で
あ
る
。

③
生
涯
学
習
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
事
業
を
進
め

て
い
る
。

④
児
童
交
流
な
ど
の
活
動

を
行
い
、
移
行
の
た
め

の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
事
務
の
能
率
化
、
効
率

化
に
努
め
、
教
育
行
政

を
進
め
る
。

⑥
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て

業
務
に
専
念
し
遂
行
し

た
。

●
永
田　

尾
道
・
松
江
線

の
（
仮
称
）
甲
山
イ
ン
タ

ー
ま
で
は
、
年
内
に
開
通

予
定
と
聞
く
が
、
世
羅
町

の
地
域
資
源
を
連
携
さ
せ

て
、
観
光
産
業
を
始
め
、

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
具
体
策
は
。

■
町
長　

具
体
的
な
施
策

に
つ
い
て
は
、
８
月
中
に

議
会
へ
報
告
で
き
る
よ
う

鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

 

緊
急
質
問　

●
永
田   

口
蹄
疫
で
危
機

的
状
況
に
あ
る
宮
崎
県

へ
、
見
舞
金
を
送
る
こ
と

を
求
め
る
。

■
町
長  

検
討
す
る
。　

福田　豪議員

永田英則議員

（
最
終
日
に
可
決
）

A Ｑ

A Ｑ

農
村
公
園
化
の
実
現
に
不
可
欠

生
物
多
様
性
を
考
え
る

心
豊
か
で
未
来
を
拓
く

人
づ
く
り
を
基
本
理
念
に

新
教
育
長
に
期
待
を
よ
せ
て

A Ｑ

要
請
に
応
じ

支
援

廃
校
舎
の

今
後
は

A Ｑ

地
域
の
声
を

参
考
に

尾
道
、松
江
線

の
活
性
化
を

図
る
策
は

改良工事が進む（仮称）甲山インター付近

「法面いっぱいの※注１オオキンケイギク」
特定外来生物として駆除対象となっている

※注１　外来生物法によって、オオキンケイギクは特定外来生物に指定された。栽培・補完・運搬・輸入・植栽が原則的に禁止される
ことになったわけである。荒地に強いことから、河原で繁茂し、在来の植物に対して大きな影響を与えるからであり、カワラ
ナデシコなどの生育する河原にオオキンケイギクが侵入すると、カワラナデシコは負けてしまう。
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●
能
登　

小
学
校
の
統
廃

合
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
の
か
伺

う
。

■
町
長　

町
と
し
て
の
一

方
的
な
考
え
を
提
示
す
る

こ
と
な
く
、
該
当
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
活
用
を

行
っ
て
も
ら
う
事
を
基
本

と
し
て
い
る
。

　

地
域
か
ら
の
提
案
期
限

を
８
月
と
し
て
い
る
。
地

域
で
断
念
さ
れ
る
場
合
は

公
売
・
解
体
処
分
も
視
野

に
入
れ
、
未
利
用
財
産
が

発
生
し
な
い
よ
う
検
討
す

る
。

●
能
登　

町
へ
の
移
入
人

口
増
加
対
策
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

■
町
長　

全
国
的
に
は
田

舎
暮
ら
し
を
求
め
る
人
が

多
い
の
が
事
実
で
、
町
内

に
は
多
く
の
空
き
家
が
あ

る
の
も
事
実
で
あ
る
。
現

在
臨
時
職
員
を
置
い
て
、

所
有
者
と
希
望
者
の
相
談

に
対
応
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
内
外
の
不
動

産
業
者
と
連
携
を
図
り
業

務
を
進
め
て
い
る
。

●
能
登　

子
ど
も
手
当
て

の
支
払
方
法
に
つ
い
て
、

「
と
く
と
く
商
品
券
」
な

ど
で
支
払
い
を
し
、
併
せ

て
、
町
の
活
性
化
を
は
か

っ
て
は
ど
う
か
。 

■
町
長　

子
ど
も
手
当
て

の
支
給
に
関
し
て
は
、
子

ど
も
手
当
て
事
務
処
理
規

則
が
あ
り
、
口
座
振
込
み

が
基
本
で
口
座
の
な
い
方

は
現
金
支
給
と
な
る
。

「
と
く
と
く
商
品
券
」
で

の
支
給
は
で
き
な
い
。

●
岡
田  

県
は
５
月
11
日

知
的
・
精
神
・
発
達
障
が

い
が
あ
る
人
た
ち
を
短
期

の
臨
時
職
員
と
し
て
雇
い

職
員
と
す
る
発
表
を
し

た
。
本
町
は
実
施
で
き
な

い
か
。

■
町
長  

県
は
、
障
が
い

者
を
雇
用
し
て
い
る
企
業

が
少
な
い
状
況
か
ら
「
ワ

ー
ク
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ひ
ろ
し
ま
」
を

開
設
し
、
そ
こ
に
臨
時
職

員
と
し
て
採
用
し
、
知
的

障
が
い
者
に
適
し
た
業
務

の
検
証
を
行
い
、
民
間
企

業
の
雇
用
促
進
に
つ
な
げ

て
い
る
。

  

本
町
は
、
障
が
い
者
就

労
支
援
事
業
や
雇
用
に
お

い
て
反
映
さ
せ
る
中
で
、

社
会
進
出
を
支
援
し
て
い

く
考
え
で
い
る
。

  

み
つ
ば
会
を
通
じ
て
Ｈ

21
年
度
は
、
延
べ
88
人
の

方
に
軽
作
業
の
就
労
を
お

願
い
し
て
い
る
。

●
岡
田  

虐
待
の
早
期
発

見
の
切
り
札
と
し
て
、
厚

生
労
働
省
が
実
施
を
求
め

て
い
る
、
生
後
４
ヵ
月
ま

で
の
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち

ゃ
ん
」
事
業
が
導
入
さ
れ

て
３
年
余
り
、
本
町
は
実

施
し
て
い
る
か
。

■
町
長  

本
町
に
お
い
て

も
Ｈ
19
年
４
月
よ
り
、
乳

児
の
全
戸
訪
問
を
実
施
し

て
い
る
。

　

Ｈ
21
年
度
は
、
保
健
所

と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
及
び
子
育
て
相

談
員
と
の
連
携
に
よ
り
、

１
１
７
件
の
家
庭
を
訪
問

し
て
、
児
童
虐
待
や
発
達

障
が
い
の
発
見
に
努
力
し

て
い
る
。

●
岡
田  

保
育
料
や
給
食

費
な
ど
の
未
払
い
が
多
い

の
で
、
社
会
全
般
で
は
、

引
き
落
と
し
口
座
へ
の
入

金
を
行
政
と
し
て
望
ん
で

い
る
市
町
が
多
い
が
、
本

町
は
ど
の
よ
う
に
指
導
す

る
の
か
。

■
町
長  

子
ど
も
手
当
は

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど

も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支

援
す
る
た
め
、
本
町
に
お

い
て
も
保
育
料
、
給
食
費

の
滞
納
が
発
生
し
た
場

合
、
支
給
月
に
納
付
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

能登哲夫議員

子育て支援は

みつば会

A Ｑ

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

活
用
を
模
索

小
学
校
廃
校
後
の
利
活
用
は

A Ｑ

み
つ
ば
会
を
通
じ
支
援

知
的
精
神
発
達
障
が
い
者
を

臨
時
職
員
に

A Ｑ

空
き
家
の
利
活

用
を
積
極
的
に

当
町
の
移
入

増
加
対
策
は

A Ｑ

１
１
７
件
訪
問

乳
児
全
戸
訪
問
は

A Ｑ

支
給
月
に
納
付

子
ど
も
手
当
て
が

支
給
さ
れ
る
が

岡田武士議員

A Ｑ

事
務
処
理
規
則

が
あ
り
難
し
い

子
ど
も
手
当
て

を 

「
と
く
と
く

商
品
券
」 

で
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●
福
田
義　

①
今
年
の
入

　

札
状
況
、
町
内
業
者
の

　

落
札
状
況
は
。

②
企
業
誘
致
、
農
外
企
業

　

の
参
入
、
雇
用
確
保
の

　

取
り
組
み
は
ど
う
か
。

③
町
内
業
者
の
支
援
策
の

　

具
体
案
は
。

④
今
年
度
の
法
人
町
民
税

　

調
定
動
向
は
。 

■
町
長　

①
入
札
は
、
17

件
、
内
最
低
制
限
価
格
で

の
落
札
４
件
、
町
内
業
者

へ
の
落
札
は
14
件
。

②
尾
道
・
松
江
線
の
開
通

に
併
せ
、
独
自
の
政
策
を

打
ち
出
す
必
要
が
あ
る
。

企
業
誘
致
、
農
外
企
業
の

参
入
を
支
援
す
る
。

③
国
費
の
支
援
が
な
く
て

も
、
単
独
町
費
で
支
援
す

る
。
ゼ
ロ
金
利
支
援
も
行

う
。

④
法
人
町
民
税
は
２
千
万

円
の
減
。

●
仲
行  

下
水
道
事
業
は

大
多
数
の
自
治
体
が
多
額

の
後
年
度
負
担
に
苦
し
ん

で
い
る
。
本
町
も
毎
年
多

額
の
繰
入
金
を
必
要
と
す

る
が
、
町
財
政
を
圧
迫
す

る
要
因
と
な
ら
な
い
か
。

■
町
長  

Ｈ
12
年
度
事
業

着
手
し
、
Ｈ
21
年
４
月
か

ら
一
部
供
用
開
始
し
て
い

る
。
現
在
の
加
入
率
は

38
・
７
％
で
あ
る
。
現
在

は
経
営
健
全
化
計
画
の
中

で
推
移
し
て
お
り
、
急
激

に
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と

は
な
い
。 

  

原
則
、
地
方
公
営
企
業

は
、
独
立
採
算
を
基
本
と

し
て
い
る
が
、
公
共
性
の

観
点
か
ら
必
要
な
部
分
に

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
も
必
要
で
あ
る
。

現
在
国
交
省
の
下
水
道
に

対
す
る
制
度
の
見
直
し
が

進
ん
で
お
り
、
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
柔
軟
に
取
り

組
む
と
共
に
、
安
易
に
一

般
会
計
に
頼
る
こ
と
は
避

け
、
加
入
を
推
進
し
料
金

収
入
に
つ
な
げ
る
よ
う
努

め
る
。

　　
●
仲
行　

学
校
教
育
並
び

に
、
社
会
教
育
に
対
し
て

の
基
本
姿
勢
は
。

■
教
育
長  

学
校
教
育
に

つ
い
て
は
、
①
Ｈ
23
年
度

小
学
校
統
合
に
向
け
た
教

育
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

②
小
中
連
携
で
学
力
向
上

を
図
る
た
め
の
効
果
的
、

効
率
的
な
学
習
指
導
の
充

実
に
努
め
る
。

③
特
別
支
援
教
育
や
不
登

校
を
中
心
と
し
た
生
徒
指

導
を
重
点
施
策
と
す
る
。

　

町
民
主
導
の
自
治
が
進

め
ら
れ
て
い
る
今
、
生
涯

学
習
事
業
を
地
域
と
連
携

し
て
推
進
す
る
。

●
福
田
義　

町
を
活
性
化

す
る
に
は
、
独
自
の
戦
略

を
持
つ
政
策
自
治
体
へ
転

換
が
求
め
ら
れ
る
。

　

豊
か
な
自
然
、
自
発
的

な
伝
統
文
化
の
継
承
、
農

村
環
境
の
保
全
な
ど
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
、
人
と
人
の

つ
な
が
り
の
な

か
で
継
承
し
、

町
づ
く
り
に
活

用
で
き
な
い
か
。

  

安
全
安
心
な

町
づ
く
り
に
は

救
急
救
命
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が

急
務
。

意
見
交
換
会
で
も
病
院
と

救
急
ヘ
リ
の
活
用
が
提
案

さ
れ
た
が
。

■
町
長　
「
廿
日
え
び
す
」

の
「
だ
ん
じ
り
仁
輪
加
狂

言
」
な
ど
の
練
習
な
ど
は

交
通
・
安
全
面
な
ど
の
問

題
は
有
る
が
検
討
し
た

い
。
町
内
外
で
頑
張
っ
て

い
る
方
々
へ
の
支
援
は
多

く
の
余
地
を
残
し
て
い
る

が
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交

流
連
携
を
強
め
る
。

　

現
在
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
予

定
地
は
、
地
理
的
に
中
心

地
で
、
適
地
で
あ
る
と
考

え
る
。

福田義人議員

仲行　洋議員

今後の学校教育は

廿日えびすにて

A Ｑ

引
続
き
町
内
企
業
の
育
成
に

努
め
る

町
内
企
業
へ
の
景
気
対
策
は

A Ｑ

町
内
外
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を

支
援
し
た
い

活
力
あ
る
町
づ
く
り
と

安
全
安
心
な
町
づ
く
り

A Ｑ

経
営
健
全
化
計
画
の
中
で
推
進

下
水
道
は
町
財
政
を
圧
迫

し
な
い
か

A Ｑ

教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
る

新
教
育
長
に
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